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１．概要（Summary）

表面増強ラマン効果(SERS)を用いるプラズモンセンサ

は，表面に比べてプローブが入りにくい他相との界面の

測定を可能にすることから，多岐に渡る応用が期待されて

いる．当センサでは，可視光領域において高い SERS 活

性を有する銀ナノ粒子が主に用いられているが，測定中

に銀ナノ粒子が剥離するなど，損傷を受けることによる感

度の低下が問題であった．そこで本検討では，プラズモン

センサに用いる銀ナノ粒子の保護，及び感度の低下防止

を目的とし，ALD-アルミナ膜で被覆しプラズモンセンサを

作製した．

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

アトミックレイヤデポジション(ALD)装置，顕微ラマン分

光装置

【実験方法】

SiO2 製凸レンズ上に銀ナノ粒子を析出させたサンプル

に，ALD 装置を用い膜厚 1 nm 及び 2 nm 程度のアルミ

ナ膜を被覆した．その後，ラマン測定を行い，アルミナ膜

の有無による感度の違いを比較した．アルミナ成膜条件

の詳細を以下に示す．

成膜温度：200℃

成膜サイクル：TMA パルス 0.1 s→N2 パージ 4.0 s
            H2O パルス 0.1 s→N2 パージ 4.0 s
サイクル数：(a):8, (b):16
成膜時間：(a):65 s, (b):131 s
膜厚：(a):1 nm 狙い，(b):2 nm 狙い

３．結果と考察（Results and Discussion）

ALD アルミナ成膜前後の写真を Fig. 1 に示す． 成

膜前後において若干の色の違いが認められたことから，

アルミナ膜の成膜が確認された．また，ラマン分光測定

によって，同じサンプルを測定対象とし感度を比較したと

ころ，アルミナ膜の有無による大幅な感度の低下は確認

されなかった．以上の結果から，ALD-アルミナ膜により

感度を低下させることなく銀ナノ粒子を保護できることが

示唆された．

(a) Before deposition      (b) After deposition
Fig. 1 The photo images of the samples.
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